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界 最大 の 直径 約 2m の アン テ ナ を 使っ て 地球 規 
模 で 水 の 動き を 観測 する 、 第 一 期 水 循環 変動 
観測 衛星 「 し ずく 」。 和 気候 変動 を 診断 し 、 ど ん 
な 症状 が 出 て いる の か 、 その 原因 は 何 か を 調べ 
る 役割 を 担い ます 。 現 在 | し ずく 」 は 打ち 上 げ を 目指 し て 種子 
島 宇 宙 セ ンタ ー で 調整 中 。| 地球 環境 変動 観 沸 ミ ッ シ ョ ン の 先 
駆け と し て 成功 させ た い ] と 意気 込む 中 川 散 三 プ ロジ ェクト マ 
ネー ジャ に 、「 し ずく | ミッ ショ ン に つい て 聞き まし た 。 グラ ビア 
ペー ジ に は 迫力 の 機体 写真 も 公開 し て いま す の で 、 あ わせ て 


ご 覧 くだ さい 。2011 年 1 月 、「 こう の と り ] 2 号機 打ち 上 げ の 際 、 


第 2 段 ロ ケッ ト の 制御 落下 実験 が 行わ れ 、 見 事 に 成功 を 収め 
まし た 。 機体 を 安全 な 場所 に 落下 させ る 技術 は スペ ー ス デブ 
リ 対策 に ち つ な が り ま す 。 気鋭 の 若手 開発 員 3 
人 に 、 苦 労 の 連続 だ っ た シス テム 作り か 
ら 緊 張 の 本 番 ま で 直撃 取材 し まし た 。 
本 誌 裏面 を 元気 な 笑顔 で 飾っ て 
れ た の は 、 映 画 「 む か えり 、 は や 
ぶさ] で 宇宙 に 憧れ る 小学 生 を 演 
じ た 前 田 姓 志郎 くん 。 斑 波 宇 宙 
セン ター で 実物 大 の 人 工 衛星 模 
型 を 見 学 し 、 宇 宙 飛 行 士 訓 練 体 
験 に もち チャ レン ジ , JAXA の 子供 
向け WEB サイ ト [JAXA クラ 
ブ ] も あわ せ て 、 楽 し い 体験 レポ 
ー ト を ご 覧 くだ さい 。 
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水 の 惑 星 の 水 の 問題 を 解く た め に 
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東京 大 学生 産 技術 研究 所 教授 

毎日 の 天気 予報 の 精度 向上 や 

台風 の 詳細 な 監視 に 生か す 

気象 庁 


宇宙 は 理想 の 仕事 場 。 
も う 一 度 長期 出張 し た い 」 


古川 聡 皇 乏 行 二 


安全 性 向上 と 宇宙 ゴミ 減量 化 へ の チャ レン ジ 
ロケ ッ ト 第 2 段 機体 
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宇宙 広報 レポ ー ト - 
「JAXA 相 模 原 チ ャ ン ネ ル | オ ー プ ン ! 
阪本 成一 宇宙 科学 研究 所 教授 宇宙 科学 広報. 普及 主幹 


JAXA 最 前 線 


CLOSE UP 
本 物 の 大 き さ と 迫力 に びっ くり ! 
前 田 太 志 郎 くん が 筑波 宇宙 セン ター を 見 学 


表紙 : 第 一 期 水循環 変動 観測 衛星 「 し ずく ] の 模型 と 、 中 川 敬三 
プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


し ずく 、 始 動 。 


人 類 を 含め た すべ て の 生命 の 営み は 、 海 洋 、 大 気 、 陸 地 間 の 水循環 
の 中 で 行わ れ て いま す 。 し か し 、 今 後 地球 温 暖 化 が 進む と 気候 変動 
に よっ て 水 の 循 環 に も 変動 が 起こ り 、 大 雨 や 洪水 な どの 自然 災害 、 
森林 や 農地 、 生 態 系 の 破壊 、 飲 料 水 や 工業 用 水 の 不 足 な ど 、 私 た ち 
の 生活 に 大 き な 影 響 を も た ら す と 懸念 され て いま す 。 第 一 期 水 循環 
変動 観測 衛星 「 し ずく 」 は 、 地 球 規模 の 水循環 の 変動 を 長期 間 に 
わた っ て 観測 する 人 工 衛 星 で す 。 高 性 能 の マイ クロ 波 放射 計 に よっ て 、 
水 の め ぐり を 宇宙 か ら 見 つめ ます 。 私 た ち が 安 全 で 豊か な 暮らし を 
実現 し 、 か けが え の な い 地 球 を 守っ て いく た め に 一 一 。 打ち 上 げに 向 
け て 準備 が 進む 「 し ずく 」 プロ ジェ クト へ の 意気 込み と 期待 を 、 中 川 
敬三 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ と 、 観 測 デ ー タ の ユー ザー に 聞き まし た 。 
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の 精度 で 海面 水温 を 知る 


と が で きる 。 


な どか ら 自 然 ( 


面 、 大 


「 し ずく 」 の 測る 技術 


095c 


の 精度 で 測る 
気 
ロ 波 を 、700km 離 れ た 宇宙 か ら 


Ao っ YAo う へ 下 相 還 刻 % 
ゃ いい" 翌 二 K 補 と へ つが 6 や 

ーー 回 嵐 款 せ OG ン ぐっ し じゃ 公 “ 
革 三 
中 写り 宮 回 で 選 が 6 や" 人 SG K 
ター と の の を で 回 局 め や so 
りつ の つ 生 ン | 演 貴 康 つ ざ の の 
耳 やき で 人 所 導 京 環 め 忌 ペ ー の か 
*Q で っ G 嘩 の 回 宮 セ や *Q り つの 公 の 
aoce ぐ やら や" ト へ 届 下 更 回 尾 め や yo 
Essb だ oo まぐ まっ 2 生 E4UE 
5 地 視 缶 SG や 7 吾 拉 G 設 午 弥 到 
ちい 症 り 勧 角 倒 携 編 つぶ や" 円 手 
守 寮 一下 vo おる 38" 容 末 
寺 の 明 投 め 幅 回り 寂 肛 倒 谷 選 
364zn リ の 人 ト へ 貞 玉名 恒 稀 称 写 
っ っ 2 ぃ ooaoG 人 人 0 李 く で ミロ 
堪 叶 折半 定 2 り っ se 庄 く の 己貴 
応 守 お 福 咽 補 由 民 -” 器 地 地 和 豆 
っ っ no 思 咽 宏 円 台 ( 挫 『 ャ ト K 
Qkm の ) 9 嘱 守 伸一 の ぬ 選 鐘 つ 


ーー4O 訪 写り コー 回 で が 選 ー 


史 有 思 
素 NN 
司 : ト 
固 由 
SQ 憧 < 宙 
足 じ 志 回 
* K 政 
」 所 0 
3 
NG 4m 党 
樺 回ら 
レト ご る 
嘱 人 選 中 1 
へ 更 区 識 さく 
回 ト 訟 中 語 
r Go も 加 
ご E~ 男 Q 
足 じ 還 @ 
MI 公 細 二 
加悦 


36 和 で の り 6 で の >oS セ りり マン 所 
押 全 スン で "の 守 め 66 把 
ロー 回 セ xeG ら ゃ " 

ーー 個 HQESK へ 届 ANY 守 選 
ぶら 回 回 上 款 回 ぐせ 庫 し 8S 
っ し ゃ 公 “ 

革 三 < 公 計り G 応 守 半 
ぐ 近 奄 補 人 翌 才 さや 契 
め つ 入選 セ S@ JJ っ の の 36 屋 公 「 
福地 銘 つ On 人 8 っ 全 宮 2"ー 回 症 
い soSS へ 下 よ へ 人 K 宮 つゆ 飲 
宗 写 宮 全 の 喜 う つろ うち が や で TA 
り 2 渋 尺 S 揚 圭 ら ゃ 訪 回 t@ 拓 中 
へ 目 相補 だ ら 人 8 父 ら が で" 
ト へ ホ 相 SG 角 芸 倒 くい っ 
*e 避 っ ] 避 回 いぶ 生 " 鬼 半 りゃ 
下 <xo 頑 短 @ 朋 要 室 回帰 芸 艇 G 
で で っ ぷ な " 

ーー くく 叶 の CCQG 捉 ピ G ド て 
ヽ ロ 環 漢 吉 寺 SN@「 マ 且 の エー 
山 ] 全 アマ の マズ べ 日 宮 咽 「 そ ご ど ュ 


場所 を 、 昼 夜 1 回 ずつ 


を 2 日 で 測る 
胃 で 地球 上 の 99% 以 上 の 


ro 


地 
わす か 2 
観測 。5 年 以上 も 休ま ず に 回 転 し 続け る こと が で きる 。 


G」 塊 誕 * で し っ し “和紀 ら 式 
じ 也 量 つ し っ つつ 妨 " マ 肝 の 中 一 
山中 当て し レ マ 有 の QNOG 5 る 心 
回 公選 了 つ し っ 6p 公 " 

革 三 RM 所 %98 契 の >oG 史 肛 
いっ が 6 や" で 喧 の 中 ー 回 G ト へ 
忠相 8 軍 H 一 ・o ら 日 ら つ 妨 全 ぐ 閑 
asS で 8 虫 ) 下層 旨 会 写 十 
つが つぶ " 6 選 / 字 極刑 配ら 6 下 否 
鬼 訪 @ 征 め 取 ち きっ この ロ 本 明 
礼 円 娠 @ 朱 宇 馬 へ K 中 さめ 剖 範 つ 
い ′ | 舞 表 抽 ら ko 4 いり 蛋 量 つ 
っ が"v 史 会 で yo ひで の 喧 
4 コ EEIENEIIRSRSYEE に SIO ル ef この 

ら ゃ 全 「 つ 生 ン SAME 所 ぐふ キ 
へ だ さ Gm い の ASK の O・ の の 〇 円 N 
提 尋 者 ら ゃ 表 で 直人 る らく い " 
「 つ 和 ン ロコ で ぐ 3 へ て を 家 8 で 
つう 6 に AN) の に ・coO の 品 
N つ っ 心中 を へ くさ 称揚 を つぶ つ 
" Ox で 会 | RG ホ へ さら 


S 
瑞 冊 
鶴 臣 
S @ 
RI 


MMEO つ soGS く へ て 人 家 の つつ ゆい 頻 指 
つぶ や "居民 @ 邊 と へ だ さら 件 
セ 愛 8 で 8 胃 国 只 宏 の 忠宏 
ら か ye 填 鍛 芝 虫 移 京 *@ つか が 
3 半 半 め 究 忘 や yeG や の 愉 つ お 
へ て 人 K 史 菜 拉 aso 出 避 六 人 ポ 束 
ら ゃ " 

層 記 トー へ トミ ふ で ざし レ 
ゴー も ー ロ 環 む NG 

ーー 「 つ 邊 ン 」 Gi トー ふ 3 お 5 時 
Q し 翌 二 ロロ 財 つ レセ 公 " 
革 三 QOG 選 状 全 入選 ポ 生 "6 
生 ロ で 8” 翌 常 コ 医 回 ご つの 中 相 
GS 生 一 系 べ 日 加 較 ロ ね 多 り 旭 
っ ぴの 翌 志 上 り | 拉 当 選 層 濡 
等 G 人 トー ペペ め シン 守 と 記 目 つぶ 
ゃ "so いで 287 凸 六 臣 因 G 條 一 
完 移 軒 ン 回 つ ろり サー 邊 ー6 羽 " 
玩 多 収束 所 を 選 半 窟 @ 羽 ロ 
3/ 呈 将臣 居 約 淫 で いっ 2tQ で つか 


トミ 系 で さや 避 ぐ つが 生け 條 


貢献 す 
緯度 地方 の 


ラ 


酔 
「 戸 ] 


積雪 や 海水 と され 、「 し ずく ] は 、 極 域 の 積雪 、 海 水分 布 の 変動 を 


「 し ずく ] は 、 海 面 水温 や 降水 量 、 水 蒸気 量 、 土 壌 水分 量 な どの 
長期 間 ・ 継 続 的 に 観測 し 、 温 暖 化 の わずか な 兆候 を も と ら える 。 
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AMSR-E が 観測 し た 日 本 付近 の 水温 分 布 と 、 漁 場 位置 の 重ね 合わ せ 


第 一 期 水循環 変動 観測 衛星 | し ずく ] 


NAKAGAWA Keizo 
プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


中 川 敬 


刻 。 青 は カツ オ 、 ビ ン ナ ガ を 対象 と し た 漁船 の 位置 、 赤 は サン マ 漁 船 の 位 


置 。 カバ ノ オ や ビン ナガ な ど は 黒潮 系 の 暖 水 域 に 、 サ ンマ な ど は 親 潮 系 の 


冷水 域 に それ ぞ れ 漁場 が 形成 され て いる 。 暖 か い 水 の 張り 出し 部 分 や 、 色 
(水温 ) が 急激 に 変化 する 場所 に 漁場 が 集まっ て いる こと も 確認 で きる 


画像: 漁業 情報 サー ビス セン ター 
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AMSR-E の 観測 デー タ 
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エ SmWC(2011/08/28) 


よっ て 、 中 流 か ら 下流 へ と 、 日 を 追う ご と に 油 溢 区 域 が 


日 系 企業 が 多数 人 っ て いる 工業 団地 に 大 規模 な 水害 を 
広がり な が ら 南 下 し て いる 様子 が 分 か る 


も た らし 、 他 の 国 の 水害 が 日 本 を は じ め 世 界 中 に 影響 を 


与え る と いう こと を 明 ら が ( 


2011 年 7 月 下旬 か ら 始 まっ た タイ の 洪水 は 、10 月 
画像 提供 : 東 京 大 学生 産 技術 研究 所 竹内 渉 准 教授 
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ぐつ つい 窟 欄 GR 居 下 回ら 
ズ ロ 宮 関 9 地 地 全 で G 暑 冥 中 
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Q ら のど ぐ 時 昭 臣 選 6 志 生 で 
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な 0 

「 マ 愛 の g ママ 有 の ーー 回 人 記 
把 剖 。 式 挫 居 咽 銘 入 皇 9 販 麗 @ 
朗 雪 ロロ ( 首 軸 諸 団 押 ) の つい 
約 国 つぶ つ 丸 ” 還 べ 品 りゃ ポ 宙 事 
っ で SQ 人 SKeN IA HN て らら ゃ " 
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mio の 呈 G 回 ら 加 冥 ぬ 選 心 り 
つつ 公 つめ で ぐり 吉 但 明 表 訴 
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や 舌 の 診断 が 行わ れ た 


)。 ソユーズ 打ち 上 げ が 


延期 され た 期間 を チー ム ワ ー ク で 乗り 切っ た 画像 JAXA/NASA 
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フォ ッ サ ム 、 セ ル ゲ イ ・: ヴ ォ ル コ ニ フ 宇 宙 飛 行 


地下 紀要 弄 6 お 中 了 * 
yDQ | 航 只 店 皇 瑞 つき うら 


岡 朋 冒 環 Ki トー.Am へ (一 の の ) てく G 貴 察 探 77 和 へ mA 民 に つ 喜 伯 三 匠 財 地 剛 中 十 " 
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栓 0 妨 爺 鑑 つ し 「 幅 仔 を つ % 碗 
鉛 ]GW 公 「 購 岡 着 選 キ さ へ 
信 ーJ っ 心 他 鐵 や 刀 っ fe つ 上 S 
李 三 [寺地 測 半生 とく へ 公 ー] 
3 常 症 り 鍼 隊 人 お の 和民 束 
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守 潤 ) 太 Ke りつ 全 ら eeG2^ 名 
ぐ 明 陸 軸 り こら 付 失 et 
つっ 心 星 ら 共 狂 O じ つっ ぐら 守っ 
全 つ っ が や 
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Q 維 軒 つ し っ つつ 妃 5 

つの 中 尽 ス 中 史明 で P7 選 
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画像 :JAXA/NASA 
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堅 多 ve 覆 回 む G 回 凡 ) 甘 竹 和 
m 尺 ” 末 王 総 ら 朱 寺 会 さ 心 問 や セ vo 
りり っ J9 記 と 急所 

革 Q 宮 胡 知 "時 狂 者 全 で 中 
っ" トミ や へ へ NANA さ 二 4S 咽 
いい 購 揚 可 ち お 憶 王 圭 会 で で 
っ ト 着 明和 龍 S EAN ロ 写 人 篤 の" 

| 紀夫 志 守 会 ぶ 康 プ つの 忠 密 ぐる 
〇 の ( 瑞 由 へ へ へ 揚 装 ) 下 お 角 
舞っ 丸 半 栖 ' 押 基 正史 醤 恨 KO りつ 
で 淫 忌 必 珂 @ 幅 症 筐 塞 根 を 
*@ へ KK 中 さ G 国 困 全 代 愉 NN 
ー つ 刀 で ぐら や" 昭 で 牧人 色 全 ユ 
ei] つ ] (打田 ) 

「* il トミ ロ 乱 っ 紅 抽 編 入 組 尺 
つい の つつ 選 倒 / 葵 の 司 敬 圭 ロ A ト 
% 咽 弄 つめ ら り 甘 岡 者 間 り " 生 型 福 
り 反 写 全 全会 yo ママ つの り 堅 ロ 
で 守恒 四半 6 爺 選 や 下 測 選 全 
5 | ( 迷 ) 

[ 押 28 人 で KA で SGH 守 朱 梨 
yo で っ 玉 多 や ら つ 玉 7 OSG で 
へ 公 和 トー8 下 つら いく お の " 避 
Q り sp シ で P 穴 へ 京 福 全 つ 丸 
ぶ 国 固 倒 い の っ" 全 訓 つつ 36 
つ 忍 | (泉田 ) 

1 lgmXI SN ト へ 中 本 
食味 りら か 区 の 密 甘 等 約 黄 を 
全 避 由 栄 ら 牌 較 " 舞 に 客 橋 円 症 紀 


選択 っ ホー スロ 画 ン “ 


ESSAYSCOEn い EK で ンス 
世 定 ぬ 入 PtO りつ 全 ら か HH ヤセ へ と 
測 ' 玲 画 直ぐ 忠信 の つ K さ ーK り 慎 
で ぐら ろ で 8! 

「H AAAS 宜 上 寺 王 上 ロ ” 操 に 路 忘 
旦 囲 公 固 因 寺 称 編 wm" 中 人 SH ニ ト 
ら る つつ 志 才 で どら ン 中 め 7 盾 Av 
So ぐ 憶 稀 ぐ 持寺 6 婦 栄 克 や 
会 の 心 包 還 和 S 選 や で ぐら つ 


忍 ] ( 失 田 ) 


制御 落下 の シナ リオ 


制 由 瑞 信 さ G 芯 容 醤 思 早 型 
つく 公 ト 1 リー 先 和 り 人 会 ① リ リー 
信 一 必 へ と ゴゴ 間 的 環 型 つ 丸 警部 
著 和 き 羽 時 斑 才 りら 収 画 三 部 
ぐ " 檜 笠 @ 計 つ で 03 此 e 史 mp 紺 
nEQ | 維 倒 福 了 ゴロ 扶 中 お や ぐつ 昭 
で Ko 呈 六 尽 G 編 環 押 窓 球 史 
る SYM 

yeonvxo ロ ホネ ンー287 選 稀 ぐ 舞 尺 
り 据 で ぐい リズ 昌吉 史紀 SO 十 生 se お 


人 るり 加 環 品 り 人 紅 中 っ と 走 で 有 S 
忍 型 農 咽 りら 地 往 経 祥 頒 舌 庄 党 じ 夫 
*9 | ペー へ へ 人 ベー ロリ 宮 eno て 2 の 
っ ye96)40P NG SS 公 和 へ 私 史 地 
忍 守 っ ペー へ へ 私 ベー ゆ ” 抄 っ 尊 層 
吾 G 四 千 へ 守 つ ぐ 皇 舞 < く で 的 錠 球 0 
ゃ no の SS の へ 朱 で ヘーG 蛋 午 控 
に "ロー ピロ So 中 大 べ 尋 G 選 十 
ちら っ の 応 か 所 か 押 提 で hG 破 還 所 


落下 予想 域 


wm。 研 の 

の 磁 木 時 ま サ 

ギリ ス の レス ター 大 学 で り 、 土 星 の オ ー ロ ラ に つい て は 新 良い 印象 を 受け まし た 。 観 測 機 器 研 気 星 ! き る 

宇宙 物理 学 を 学び 、 今 は しい 情 報 が どん どん 入っ て き て い を 設 計 し 、 探 査 機 を 打ち 上 げ 、 デ ー 完 癌 Ta り 

惑星 の 磁気 団 や オー ロラ の 研究 を ます 。 その た め 、 私 は 特に 土星 に タ を 集め 、 理 論 の モデ ル を 作る 。 科 ダ 語 ド 

し て いま す 。 子供 の ころ か ら 宇 宙 興味 を も っ て いま す 。 学 分 野 の 人 と 工学 分 野 の 人 が 一緒 星 マ 

に は 興味 を も っ て いま し た 。 磁気 囲 は 太陽 か ら の 高 エ ネル に 仕事 を し て いる の が 印象 的 で し イ オ ン 
オー ロラ は 大 陽 か ら 飛 ん で きた ギー 粒子 か ら 惑星 を 守っ て いま た 。「 は や ぶさ ]」 が 戻っ て きた と き ナ ] 
電子 や ヤ イ オン が 惑星 の 磁気 較 に つ す 。 磁 気 囲 が な けれ ば 、 生 命 は 生 ” は 、 す べ て が エキ サイ ティ ング で N ロ 
か まり 、 大 気 に 突 入 し て 光 を 出す きら れ ませ ん 。 で すか ら 、 と て も 大 し た 。 何 千 人 も の 人 が カプ セル を ッ ピ 
こと に よっ て 現れ ます 。 私 が 主 に 事 な 存在 で す 。 現 在 、 太 陽 系 以外 見 る た め に 待っ て いま し た 。 ク ブ 
研究 し て いる の は 、 木 星 や 土星 と の 惑星 系 が 次 々 と 見 つか っ て いま JAXA に も 土星 や 木星 を 研究 し ス 選 


いっ た 外 惑 星 の オ ー ロ ラ で す 。 ハ 


す 。 これ か ら は 、 こ うし た 系 外 惑 星 


衣 計 United Kingdorm 


て いる 人 が いる の で 、 一 緒 に 研究 


ッ プ ル 宇 宙 望 遠 鏡 が 撮影 し た 木星 に 生命 が 存在 する か どう か を 考え _ する こと も あり ます 。 こ れ か ら も 、 
や 土星 の 美しい オー ロラ を 、 皆 さ る 上 で も 、 惑 星 の 磁気 圏 の 研究 が この 分 野 の 研究 を 続け て いき た い 
ん も ご 覧 に まっ た こと が ある と 思 と て で 重要 に な る と 思い ます 。 思っ て いま す 。 

いま す 。 今 、 カ ッ シ ー ニ 探査 機 が 私 は 、 宇 宙 科 学研 究 所 (ISAS) の 詳し い 研 究 内 容 は こち ら 


土星 を 周回 し て 観測 を 続け て お 


幅広 い ア クティ ブ な 活動 に と て も 


NND:/WWWIISaS.aC 四 八 人 0r6f0O 員 2010/5arah 


世界 トッ プレ ベル の 葵 手合 完 者 を 招 腸 し 、 


字 宙 科学 の 発展 に 頁 献 - 
JAXA イン ター ナシ ョ ナル トッ プ 
ヤン グフ ェ ロ ー ン シッ プ の 取り 組み 


2009 年 度 か ら 始 まっ た 「JAXA イ ンタ ー ナ ショ ナル トッ プ ヤ ング フェ ロー シッ プ (ITYF)」。 
優れ た 若手 研究 者 を 国内 外 か ら 招 鴨 し 、 日 本 の 宇宙 科学 の さら な る 発展 と 国際 化 を 目指 す 制度 で す 。 
広く 国際 公募 を 行っ た 結果 、 世 界 中 の 若手 研究 者 か ら 応募 が あり 、 競 争 率 20 倍 を 超え る な か 、 
2009 年 度 は 4 名 、2010 年 度 は 1 名 の 研究 者 を 採用 。 現在 相模 原 キ ャ ン パ ス を 拠点 に 活動 し て いま す 。 
研究 内 容 や 制度 を 利用 し た 感想 な ど を 、 そ れ ぞ れ の 研究 者 に 聞き まし た 。 


5 人 の プロ フィ ー ル は こち ら で も ご 覧 いた だ け ま す 。 (英語 ) http://www.isas.ac.jp/e/researchers/young-fellowship/fellows 


還 較 ロロ 88i ら ag 


理 非 字 ド 
郊 鍵 宙 きま 下 私 の 専門 は 天体 物理 学 で り まし た 。 由 が た くさ ん ある の が 良い 点 だ と 
的 的 線 まり す 。 モ スク ワ の 大 学 で 理 私 の 研究 は 主 に 理論 の 分 野 で す 思い ます 。ISAS に 来 て 気が付い 
研 放 川 き I 論 物理 学 の 勉強 を し た 後 、 ド イツ が 、 理 論 が 正しい か どう が か を 検証 す た こと で す が 、 ド イツ と は 異 っ 
クロ 虹 い カ の マッ クス プラ ンク 研究 所 で 高 エ る た め に は 、 実 際 の 観測 デー タ が 必 て 、 若 い 研 究 者 が いく つも の プロ 
完 射 束 ン ネル ギー 天文 学 の 研究 を し て いま 要 で す 。「 す ざく ] の デー タ は 日 本 ジェ クト に 関わ っ て いま す 。 こ れ 
の グ し た 。 主 に ブラ ッ ク ホ ー ル や パル に 来る 前 か ら 使っ て いま し た し 、 日 に は いい 面 と そう で な い 面 が ある 
リ サー が 関係 し て いる 連 星 系 の 研究 本 の 「 す ざく ] の 研究 者 と 一 緒 に 研 と 思い ます が 、 若 い 研究 者 は 広く 
ヤ や 活動 銀河 の 研究 を し て いま す 。 究 し て いま し た 。 ISAS で は 現在 経験 を 積む こと が で きる と 思い ま 
ン 最近 まとめ た 、 か に 星雲 に ある パ の 「 す ざく ] や 次 の 「ASTRO-H] の し た 。 
ル サ ー に つい て の 論文 は 「 ネ イチ プロ ジェ クト 、 さ ら に その 他 の 天体 「 は や ぶさ 」 の 帰還 に つい て で す 
ャ ー』 誌 に 掲載 され まし た 。ISAS 観測 プロ ジェ クト に 関わ れる の が が 、 月 や 他 の 惑星 を 調べ る た め に 
の 研究 者 と も 一 緒 に 研究 し て いま 魅力 で す 。 特 に 「ASTRO-H] に は 野心 的 な 探査 機 を 設計 する に は 、 
す 。 銀 河 系 中 心 の 巨大 分 子 雲 の X 期待 し て いま す 。 き っ と 天文 学 に 難し いこ と に チャ レン ジ し 、 そ れ 
線 に 関す る 研究 や 、 ガ ン デ ィ さ ん と っ て 画 期 的 な 成果 が 得 ら れる で に 成功 する こと が と て や 重要 だ と 
ら と は GX-339-4 と いう 天体 の しょう 。 思い まし た 。 
ジェ ッ ト 現 象 に 関す る 研究 に 携 わ ITYF の シス テム は 、 研 究 の 自 


すっ 届 層 さぶ 一 


本 O い 中 涯 
SDm 半 . 之 葉 だ 江 ン 


ご 一 学べ N い ANY 


・ パー 層間 
YS0d IMDuE9 


ざさ ぺ * 吐 へ 山寺 


ンド の 大 学 で 物理 学 を 学 

ん だ 後 、 イ ギリ ス の ケン ブリ 
ッ ジ 大 学 で 天体 物理 学 を 専攻 し ま 
し た 。 こ こ に 来る 前 に は 理化 学研 究 
所 に いま し た 。 専門 は 高 エ ネル ギー 
天文 学 、 特 に ブラ ッ ク ホ ー ル を 研究 
し て いま す 。 

私 が 日 本 に 来 た 大 き な 理 由 の 1 
つ は 「 す さく | や 「 あ か り | の デー タ を 
使う た めで し た 。 日 本 は 伝統 的 に 高 
エネ ルギー 天文 学 の 分 野 で 実績 が 
あり ます し 、 すざく] は 今 、 ブ ラッ ク ホ 
ー ル を 研究 する ベス ト の 観測 装置 の 
1 つ で す 。 そ れ に ブラ ッ ク ホ ー ル の 専 
門 家 も た くさ ん いま す 。 も ちろ ん 、 日 


本 の 文化 に も 興味 が あり まし た 。 
ブラ ッ ク ホ ー ル か ら 物 質 は 逃げ る 
こと は で きま せん が 、 ブ ラッ ク ホ ー ル 
に 落ち て いく と き に 、 慕 大 な 光 や 熱 を 
出し ます 。 そ の た め 、 ブ ラッ ク ホ ー ル 
を 光 や 赤外線 、X 線 、 ガ ンマ 線 な ど 
で 観測 で きる の で す 。 私 は ISAS の 
X 線 グ ルー プ や 赤外線 グル ー プ と 
一 緒 に 研究 も し て いま す 。「 す ざく ] 
の X 線 デ ー タ と 「 あ か り | の 赤外線 
デー タ を 使っ た 研究 と し て は 、 多数 
の 銀河 の 超大 質量 ブラ ッ ク ホ ー ル を 
調べ た 例 が あり ます 。 こ れ ら の ブラ ッ 
ク ホ ー ル か ら 来 る X 線 と 赤外線 に 
は 、 あ る 関係 が ある こと が 分 か り ま し 


た 。 こ うし た 研究 は 、 ブ ラッ ク ホ ー ル 
の 周囲 の 構造 を 知る 上 で と て も 大 
事 で す 。 

ISAS を 最初 に 訪れ た と き に は 、 
建物 に 入っ た ホー ル に 、 ロ ケッ ト や 探 
査 機 な ど た く さん の 展示 品 が 並ん で 
いる の が と て も 印象 的 で し た 。 非 常 
に 幅広 い 分 野 で 研究 が 行わ れ て い 
る こと が 分 か っ た か ら で す 。 自 分 の 専 
門 以 外 の 人 も 含め て 、ISAS の 人 
た ちと お 茶 の 時 間 に い ろ い ろ な 話 を 
する こと も 、 と て も いい 刺激 に な っ て 
いま す 。 
詳し い 研 究 内 容 は こち ら 
IN:/WWWiSaS.36j//(0f6ff0M2010/9a 帳 


り 
/ 


ら 芝 み デ NHN 


ら S 一 ラン ド の ヤ ゲ ロニ ア 大 学 
や で 物理 学 を 学ん だ 後 、 天 体 
物理 学 を 専攻 し まし た 。 高 エネ ルギー 
天文 学 が 専門 で 、 ブ ラッ ク ホ ー ル や そ 
こ か ら 出 て くる 高 エ ネル ギー ジェ ッ 
ト の 研究 を し て いま す 。 
最初 は 理論 の 研究 を し て いた の で 
す が 、 す ぐに 実際 の 観測 デー タ が 大 
事 で ある こと に 気が付き 、 宇 宙 に 観 
測 衛星 を 送っ て いる ヨー ロッ パ や ア 
メリ カ の 研究 者 と 一 緒 に 仕事 を する 
よう に な り ま し た 。 現 在 、 フ ェ ル ミ ・ 
ガン マ 線 天文 衛星 の 国際 チー ム の メ 
ン バ ー に な っ て いま す 。「 す ざく 」 の 
広帯域 X 線 デ ー タ も 非常 に 重要 で 
すか ら 、 日 本 に 来る こと に な っ た の 


も 自然 の 流れ と いえ ます 。 

ブラ ッ ク ホ ー ル に は 2 種類 あり ま 
す 。 1 つ は 星 の 進 化 の 最終 段階 に で 
きる も の 。 も う 1 つ は 銀河 の 中 心 に あ 
る 大 質量 ブラ ッ ク ホ ー ル で す 。 私 は 
後者 に 興味 を も っ て いて 、 特 に 、 そ の 
ブラ ッ ク ホ ー ル を エネ ルギー 源 と し 
て 吹き 出す 高 エ ネル ギー 粒子 束 「 相 
対 論 的 宇宙 ジェ ッ ト 」 に 注目 し て いま 
す 。 今 、 ガン マ 線 で いろ いろ な 天体 が 
見 つか っ て お り 、 そ の 正体 を 調べ る 
研究 が 進ん で いま す 。 私 も 共同 研究 
者 と 一 緒 に 新しく 発見 し た いく つか 
の ガン マ 線 の 起源 が 、 ブ ラッ ク ホ ー 
ル 天 体 で ある こと を 確認 し まし た 。 
私 に と っ て ガン マ 線 や X 線 の デー タ 


が 特に 重要 な の で 、「ASTRO-H] に 
非常 に 期待 し て いま す 。 ISAS で そ 
の プロ ジェ クト に 関わ る こと が で き 
る の は 、 私 に と っ て 非常 に 意味 が あ 
る こと で す 。 

いろ いろ な 分 野 の 研究 が 行わ れ て 
いる こと が ISAS の 大 き な 魅 力 で 
す 。 私 は 惑星 科学 の セミ ナー に 参加 
し た こと が あり ます 。 そ の セミ ナー 
の 研究 者 と は 最初 は 話 を する だ け で 
し た が 、 そ の うち 論文 を 交換 する よ 
うに な り ま し た 。 自 分 の 分 野 以 外 の 
人 と 議論 を で きる こと は と て も い 
い 経験 だ と 思い ます 。 
詳し い 研究 内 容 は こち ら 
Ii://WWWiS95jMaj/)/f0feffOm2011/IMa57 


・ パー 前 六 


ZJgWB1S ZSBJh] 


主計 寂 避 
ーー ミポ H 誠 : 
一 内 2・HN* 守 で 


MMS0S IE 


可 滑 ゆ 泊 


計 要 こ に 来る 前 は アメ リカ の 
スタンフォード 大 学 に い 
まし た 。 ポス ドク と し て 、 高 速 気流 
中 の 乱 流 解 析 に 関わ る 研究 プロ ジ 
ェクト に 携わっ て いま し た 。 その 
間 に 、 研 究 者 と し て 独立 し た 環境 
で 独自 の 研究 を 進め た い 、 人 他 に も 
いろ いろ な 研究 を し た いと いう 思 
いも あっ て 、 こ の フェ ロー シッ プ に 
応募 し まし た 。 自分 の 好き な 研究 
を する こと が で き 、 研 究 費 も ある 
の で 、 研 究 者 と し て 独立 する 第 一 
歩 に な る と 思い まし た 。 と て も い 
い 環 境 だ と 思い ます 。 

私 の 研究 は 、 流 体 の 物理 学 で す 。 
例え ば 、 飛行機 や 宇宙 機 と いう の 
は と て も 速い スピ ー ド で 飛行 し ま 


す 。 する と 、 機 体 の 回 り の 流れ が 乱 
流 と 呼ば れる 状態 に な っ た り 、 衝 
撃 波 が 生じ た り し ます 。 こう し た 
現象 を 理解 し て お く こ と は 、 機 体 
を 設計 する 時 に 非常 に 重要 に な っ 
て きま す 。 そう いう 流体 の 物理 学 
の 基礎 的 な 研究 を し て いま す 。 手 
法 と し て は 理論 と 数 値 シ ミュ レー 
ショ ン を 組み 合わ せ て いま す 。 シ 
ミュ レー ショ ン に は 主 に 調布 に あ 
る JAXA の スー パー コン ピュ ー タ 
を 使っ て いま す 。 

最近 の 研究 で 、 乱 流 と 衝撃 波 を 
一 緒 に シミ ュ レ ーション する 方 法 
や 、 細 か い 渦 が た くさ ん 発生 する 
場合 ( 高 レ イノ ルス 数 流れ ) の 計算 
の 方 法 を 提案 し まし た 。 これ まで 


困難 だ っ た 間 題 を 解く こと に 成功 
し た 、 イ ン パ クト の ある 研究 に な 
っ て いる と 思っ て いま す 。 この 成 
果 は ロケ ッ ト や 航空 機 だ け で な 
く 、 こ うし た 流れ 場 が 現れ る 他 の 
工学 的 な 問題 を 解決 する 上 で も 利 
用 で きま す 。 

日 本 に は 、 若 い 研 究 者 が 独立 し 
て 自分 の 好き な 研究 を する 環境 が 
少な い の で 、 こ の フェ ロー シッ プ は 
と て も 大 事 だ と 思い ます 。 この 機 
会 に 幅広 い 分 野 で よい 研究 を し 、 
将来 は で きれ ば 自分 で 研究 室 を 持 
っ て 、 今 度 は チー ム と し て 研究 を 
発展 させ て いき た いと いう 希望 を 
も っ て いま す 。 


h 坦 纏 民 信昌 多利 」 和 
MBSAERSASNS/ ね か りり 


量 忌 つ 江 守 四 


疾 団 軒 身 へ っ マメ マ ( 館 間 ) 
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映 是 ぐ 妖 密 史 延 つ "コロ 四 人 中 
へ S 必 マー ( 表 人 貢 区 ) 和正 克つ 
妃 席 末 " 穫 っ 所 史 選 い 競 光 公共 演 
JIYIpdX だ で さ XSIS で ES 
つる か 会 括っ の つっ うっ 選 " 

[中 還 太 GS 郡 つ 竹 M 押 ) 下 っ 
36 つ 7 斐 らく っ se 辿 全 N い らら つ 8 
(「 名 條 | 買 正 茹 入 ) 

地 李 ぐり 人 人 SO 会 つつ 守 
っ 6 旬 画 以 稚 較 ャ ペー 公 多 鐘 
q 門 っ 震 角 腔 3" 六 鶴 事 侍 つじ 
ら か 尺 押 居 G 混 党 史 区 守 つ お や 
S” 眉 料 を ye 抑 忠 @ 玉 る 8” 弟 陸 庫 
台 加 で 公 党 弓 貴 ら 葉 湖 つ 次 択 圭 
構 や ッッ ド ww さ G 窒 所 所 

1 慌 " 式 管 MySGsoSpS” 央 恒 
趣 吾 療 全 臣 こ で て” 候 祝 を 負 和 
ポロ 8 堂 で 計 ン so Av 完全 「 直 
得 ぬ 所 で 銘 埋 の 区 らら 人 SKe っ) 
倒 症 中 つの や 舞 了 で 丸 全 で 
An つつ お 矯 手 中 じ (8 條 」] 
串 藤元 張 胡 學 その 計 堪 史 7 


I 拘 牙 ざ 因 賠 刀 で 記 の ご 店 
伸和 せ 公男 提 呈 
中 ロー < 骨 O 
想 省 交 線 周知 S を や 間 Sg 
映 江 コ 幅 に 太ら っ こ 滞 AR8 る 8 
マミ 首 條 率 記 で で も 呈 を ペー ビ さ 6 
皿 放 時 怠 RR 是 て % ば グセ 8g5 
さ 狂 世 ら 環 度 靖 8 王 べ 年 画 ヒ め る 8 
KK 朗 tmGS 固 や で WsS ミ 
の 苗 填 。8 本 し の 約 入 に きら とら 
つ 思 証 歌 G 還 やり ie 臣 し の 」 モ 
凸 長 G 四 りら 由 が で 丸 羽 会 8G 令 
り 明 ぶつ 選 つ お GPS 


折っ 式 宮 思っ PT お G 室 
Go 民 名 SegOm ( 拒 ・ 器 ・ 
拒 ) G 組 沢 そ へ N 史 下っ 赴 貴 人" 
り G ぐ へ へ so 日 求 倒 身 了 和 9" 

| 紀 @ 現 全 決り てく で へ 
一 の ASso 逢 宏 倒 遇 剖 つ ね 6 
固 論考 舞 K ホ ー ハ mAG 上 対 暴 肝 
% 握 ね 生 る) win つ 遇 光 弄 殺 
KK 公 移っ の 條 PIN ま へ 知 く 
で へ ペー リロ 思 で Q で へ へ 史 性 征 ら 
つ ” ぐり 中 環 所 考 @G お 人 る ぶさ 
へ S 代 ( 旬 球 陵 G 雷 ) り 小 信じ 老 記 


更 
克 
に 9 
ら 3 
に 
3 
功 く 
司 
馬 


達 


9 つつ 玉 で へ へ 史 狂 くつ っ 
ンコ v 守 加 庫 全線 択 * の お 多 式 
演 ぐ 早 講 G 獄 党 y% や ReseT つ 公 
>om 線 や *@ て へ へ SG ゆ ′ 条 吾 
G 尼 G 或 倒 咽 年 oe 島 と 守 で ロ 
っ と ぐっ 2 裂 ロ 。 の >n で 8 抽 て 党 
9 可 つ ウス っ ン "Av で sp 還 打 人 で 
SA ここ 
の 会 避 也 三 地 地 油 に ビザ 
香 下 時 G 避 っ 5 弁 で め の ⑤G ら つ 尺 
全て ゴロ 共和 衝 愉 編 年 守 0 
ご で で G 症 絆 倒 外 や "次 匠 ロ 
他 つ つい し 嘱 じ っ ぶ で が つね" 寂 起 
ベーGE 呈 8 で の 答 癌 つら っ 
36 や | 

2 さり か ん 玉 さ G 光 求 尉 範 
GS 可 共 つ 民 密 "人生 G に 補 庄 撤 十 
G 喘 忌 G 新 軸 ” 統 垣 wwG 忌 人 ト 
ユビ 摘 ら NNAG 絢 求 球 央 
9 角 志 所 人 S*o” AG 旨 東 へ へ N 
3 端 直 日 御 G ヘ ー ミ の つい 中 
中 えと ミウ ら ビ で で 9 直 坦 軸 具 G 葉 
記 り K か マン 販 福 wwG 壮 机 ご て 
QG ご Ge 中 り 織 填 舎 ペ ー ミ 記 着 
画 史 明 h% 宮 お "に 宮 統 填 で @ 半 
紀 め 刻 つ 郊 球 『 入 KoNNAS】 ロコ 


237 の) で SS | 色 倒 公 tQ" 


MG 嘱 語 が で 8 と 了 台 涙 さっ 
全 りり ロバ 押 置 燃 、 移 富 :NtoG 
so2- つつ で いで G ト で 條 人 ト ら 28 っ 釣 


NO 人 (v・ 直 NR 褐 ) 


※ 稔 提 層 手 [所 NeNh よ (> テ ・DH 家 へ へ 
ロ ・ し ・ ヽ ミー ミー 控 ' 澤 醒 喰 由 市 * 聞 雨 記 ) 


W 


町 


[宇宙 学校 ・ ひ が し まつ や ま 」 の 
スト リー ミン グ 映 像 


AXA 宇宙 教育 セン ター で は 、 相 模 原 キ ャ ン 
パス の 展示 室 の 一 角 に ある スタ ジオ か ら 、 

「 宇 宙 教 育 テ レビ ] と いう イン ター ネッ ト 放 
送 を 時 々 実施 し て きま し た 。 こ の 機材 を 有効 活用 する 
た め に 、 宇 宙 科 学研 究 所 と 宇宙 教育 セン ター の 担当 者 
が 協力 し て 、 動 画 配 信 サ ービス の USTREAM に 
「JAXA 相模 原 チ ャ ン ネ ル 」 (http://www.isas.jaxa. 
jp/tv_isas) を 開設 し まし た 。「 宇 宙 教 育 テ レビ | の 中 
継 以外 の 時 間 帯 に は 通常 は 教育 ・ 普 及 用 ビデ オ (100 
作品 を 超え る 数 が 登録 され て いま す ) の スト リー ミン 
グ 配 信 を 行っ て いま す 。 ま だ 手探り 状態 で す が 、 観 測 品 
ケッ ト の 打ち 上 げ や 「 宇 宙 学 校 ] な どの 一 般 向け の 主催 
イベ ント の 中 継 も 試み て いま す 。 

この よう に 手作り で 試験 的 か つ 小 規模 に スタ ー ト し 
た 「JAXA 相模 原 チ ャ ン ネ ル 」 で す が 、 幸先 の よい こと 
に 、 昨 年 12 月 10 日 に 皆既 月 食 と いう 好機 が 訪れ まし 
た 。 試 行 的 に M-V ロケ ッ ト 脇 で 月 食 中 継 を 行っ た と こ 
ろ 、 視聴 者 数 が 延べ 68 万 人 を 記録 し まし た 。 こ れ は 政 
令 指定 都市 で ある 相模 原市 の 人 口 に も 区 敵 する 数 で 、 
USTREAM だ け で も 49 番組 あっ た と いう 当日 の 月 
食 中 継 の 中 で も 最大 の アク セス 数 と な り ま し た 。 

外 に 出れ ば 誰 で も 肉眼 で 観測 で きる の に わざ わ さ 中 
継 を 見 る と いう の も 不思議 な 話 で す が 、 寒 か っ た こと 
も あり 、 ず っ と 屋外 に いて 月 食 の 推移 を 見 守る 人 より 
も 、 中 継 を 見 な が ら 状況 を 把握 し 、 ピ ン ポ イン ト で 屋外 
に 出 て 自分 の 目 で 見 る と いう 人 が 多かっ た の で は な い 
か と 解釈 し て いま す 。 手 作り 感 満載 の 解説 も 好評 だ っ 
た よう で す 。 そ の 直前 に 相模 原市 立 博物 館 で 行っ た 私 
の 「 皆 既 月 食 直前 ガイ ド 一 月 並み で な い 月 の 話 ] も 9 
万 人 を 超え る 方 に ご 覧 いた だ きま し た 。 会 場 で 生 で お 
聞き いた だ く の は 席 数 の 関 作 で 150 名 程度 まで 絞り 
込ま な けれ ば な り ま せん で し た が 、 こ の よう な 形 で 大 
勢 の 方 に 経験 いた だ けた こと を 嬉し く 思 いま す 。 ら 5 月 
の 人 金 環 日 食 で も 同様 の 取り 組み を 行い た いと 考え て い 
ます 。 


「 枯 れ た 」 ン シス テム で 

誰 で も 気軽 に 運用 する た め に 
勝手 の 知れ た 相模 原 キ ャ ン パ ス 内 で の 月 食 中 継 は う 

まく いっ た の で す が 、「 宇 宙 学 校 ] な ど 外 部 で 行う イベ 

ント で は 、 会場 の イン ター ネッ ト 環 境 な ど が 必ず し も 

整っ て は お ら ず 、 中 継が うま くい か な い ケ ー ス が 時 々 

発生 し ます 。 バ ラッ ク で 組ん だ シス テム で も 、 そ れ を 組 


ーr げ 動画 配信 


動画 放 信 サー ビス の USTREAM に 、 宇宙 類 空 研究 開発 尼 宰 (JAXA の H 笠 原 キ 
ャ ンス で 活動 を ご | す る チャ ツネ ル を し まし た ツン ルケ タッ 実際 
8 = 生 いた 


素 運用 中 の 科学 衛星 


ぐう) 将来 計画 


※ 主星 探 衣 李 「 あ か つき 」 


合 星 大 気 の 矯 に 挑む 多 星 控 査 機 PLANET-0(12255 
秒 / 2008 年 製作 ) 


357 移 / 205 年 人 
esinne | wE 


CO BetTime に ロッ パ が 共同 で 行う 
20TOG 和 5 月 に 打上 げた [あか つき (FLANET- 
)」 は 日 本 で 析 目 の 恋 蜂 探査 尾 で す 。 所 ea 


記 星 の 大 の 族 を 骨 き 明 お が し ます 。 


本 蜂 探査 機 PLANET-0 ダイジェスト (12909 和 / 30 本 則 
ii NR 2 検討 中 の 計画 


炎 水星 の 誕 を 受 く BepiOolombo 日 区 共同 水 中 探 論 計 画 (9 


量 探 査 ミッ 
TBptodonbo( ベビ コロ ン 0」 は 、 放 
し よう と いう 


の punms 


雪 次 世代 赤 外 綿 天 訂 星 SPIOA 
CO guckmms | weE 
SCA は 、 左 倒 的 な 高 慰 高 人 


外線 融 で 「 紀 河 話 生 の ドラ マ 」 
系 の レシ ピ | を 探り ます 。 


炎 太陽 鶴 週 条 早 「 ひ の で ] 
Eo 衛星 「 ひ の で (SLAR-B) 」 5 当 SW9 /2005 年 


gutrme 
leoSl は SD 。 

[で あり な が! ら ま だ また 宇 定 = 
OPTE 3 る ミッ ショ ン で の 記 湖 21 抽 の 出 入り 


52535 / 4011 芽 抽 人 ) 


前 骨 D 赤 日 日 
」 と [ 王 は 琴 


炎 第 1 基 『 字 宙 を さぐる ロケ ッ ト ・ 
1992 生 人 ) 


〇 uenm 
ロケ ッ ト の 放 史 を 振り りな が ら 


SOLAR-B/M-V-7 打上 げ 直 前 情報 (73556 和 
gstrme | ww 


SoLAR-B/M-V-7 打上 げ (3 人 9 
CO eeerme | we 


た 研究 者 た ち が ど の よう に 宇 定 
戦 し て いる か を 紹介 | 


な が ら 5、 ロ ケッ ト の トド 記 H 

時 補 千 や び 方 を わか りや すく 肝 説 。 ま ] 

た た ちか どの よう に 定 の 計 に | 粒 天 . 
を 紹介 し ます 。 


人 工 衛 星 MC65235/ 


JAXA 相 模 原 チャ ン ネ ル に は 、 ロ ケッ ト 開 発 の 歴史 や 、 
「 は や ぶさ 」 の 冒険 、 天 体 の 不思議 な ど 、 さ ま ざ ま な テー マ の 番組 が そろ っ て いる 


ん だ 当 人 が その 場 に いれ ば ある 程度 の 応急 処置 を する 
こと は 可能 で す が 、 毎回 出張 し て も ら う こと も で き 
ず 、 あ る 程度 [枯れ た ] シ ステ ム を 組ん で 手 の 空い た 人 
間 が 気軽 に 運用 で きる よう に する 必要 が あり ます 。 こ 
れ に つい て は 改良 を 進め て も ら っ て いま す 。 

一 方 で 、 こ れ ら 遠隔 地 で 行う 広報 イベ ント の 多く は 
リア ル タ イ ム 性 を 必要 と し な い の で 、 不 安定 な ライ ブ 
中 継 に こだわ る 必要 は な いと も 考え て いま す 。 映 像 記 
録 は 従来 か ら 継続 し て 行っ て いま す の で 、 録画 デー タ 
を 元 に 後日 落ち 着い て 配信 する こと も 並行 し て 進め た 
いと 思い ます 。 


プレ スリ リー ス の 解説 も 実施 


[JAXA 相模 原 チ ャ ン ネ ル | は 私 た ち に と っ て は 自 
前 の 放送 局 で す 。 番 組 ご と に 視聴 数 は 大 きく ば ら つ き 
ます が 、ISAS メー ル マ ガ ジン や Twitter、 記 者 向け の 
お 知ら せな ど で の 告知 と 組み 合わ せ て 認知 度 を 高め る 
こと が で きれ ば 、 強 力 な 情報 発信 手段 と な り ま す 。 

そこ で 、 研 究 成果 の ウェ ブリ リー ス や ロケ ッ ト 実 験 
な ど に 絡め て 、 文 字 情 報 だ ば け で は な か な か うま く お 伝 
え で き な い 情報 を 、「JAXA 相模 原 チ ャ ン ネ ル ] を 通 
じ て タ イム リー に 発信 する こと も 行っ て いま す 。 こ れ 
まで に X 線 天文 衛星 「 す ざく 」 の 研究 成果 や 、 赤外線 天 
文 衛星 「 あ かり 」 の 運用 終了 、 観 測 ロ ケッ ト の 成果 な ど 
を 速報 的 に 解説 し て きま し た 。 記 者 レク を イン ター ネ 
ッ ト 上 で 行う よう な も の で すか ら 、「 宇 宙 教 育 テ レビ 」 
で 行っ て きた よう な 書き 込み を 通じ た 双方 向 コ ミュ ニ 
ケー ショ ン が 確立 で きれ ば 、 プ レス リリ ー ス の 新た な 

有 熊 と な る の で は な いか と 考え て いま す 。 

[JAXA 相模 原 チ ャ ン ネ ル ] は 進化 を 続け て いま す 。 
未 体験 の 方 に は ぜひ ご 覧 いた だ く と と も に 、 今後 の 展 
開 に どう ぞ こ 期待 くだ さい 。 
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賞 の 名 称 主催 ( 賞 を 授与 する 団体 ) 受賞 日 受賞 者 ・ 団 体 受賞 内 容 
: 馬 : : 宇宙 工学 の 分 野 で 機械 工学 に 関連 する 先取 的 な 技術 開発 
oo HG が 2 0 0 : また は 野心 的 で 間 和 性 あふ れる 活動 を 行っ た 個人 で ある と し て 
2011 年 日 経 優秀 製品 ・ サ ービス 人 賞 : > ・ : 宇宙 航空 研究 開発 機構 ン | ルイ 衛 ロケ ッ ト 「H 
30 周 年 圭 別 賞 5 日 本 経済 新聞 社 20127174 。: 重工業 株 式 会 社 人 工 衛 星 打ち 上 げ ロ ケッ ト 「H-IAI] 
・ : 8 ・ 世界 で 初め て 小惑星 の 微粒 子 を 採取 し た 小 惑 星 探査 機 | は や ぶさ | を 地球 へ 帰還 させ る こと に 
品 中 G 三 8 人 ・ 成功 。 数 々 の トラ ブル に 見 舞 わ れ な が ら も [はやぶさ] を 7 年 後に 地球 に 帰還 させ た 。 
MNO de AM 。 : チー ムー 丸 と な っ た プロ ジェ クト へ の 取り 組み は 日 本 中 に 感動 と 元気 を ちえ 、 
: : : また イト カワ の 微粒子 解明 が 太陽系 の 起源 解明 へ の 第 一 歩 に な る な ど 学術 面 で 責 献 し た 
学 技術 へ の 顕著 な 貢 RE 四 の DS N ・ ら に | 
En : 相生 守 所 。 201/LT7 : 導 本 : KAROS に お ける 投 和 と 窒 の 
2 8 に 9 8 : 世界 初 の ソー ラー セイ ル 技 術 の た め の 大 型 膜 面 材料 展開 機構 の 開発 お よび 光 圧 航法 の 
0 RM CU Na : 宇宙 実証 を 行い KAROS プ ロジ ェクト の 成果 に つ な け 日本 の 宇宙 工学 の 発展 に 頁 油 し た と し て 
2010 年 度 朝 日 賞 : 朝日 新聞 文化 財団 ・ 2011/1/27 :「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト チー ム ・ 産 官 学 の 協力 に よる 世界 初 の 小惑星 探査 往復 飛行 
: ・ ・ 稲 谷 芳文 、 石 井 信明 、 山 田 哲哉 、 ・ 小惑星 探査 機 | は や ぶさ ] 搭載 の サン プル 回 収 カ プ セ ル に お ける 
2010 年 日 本 流体 力学 会 技術 賞 : 日 本 流体 力学 会 : 2011/2/19 : 藤田 和央 、 本 田 雅 久 、 中 北 和 、 : 空力 部 環境 の 正確 な 把握 に 基づく 坊 御 シ ステ ム の 設計 
8 5 : 山崎 和 鈴 木 俊之 、 安 部 降 士 . 藤 井 孝蔵 : な ら び に この カプ セル が 再 突入 か ら 地上 に 到達 する まで の 空 設 計 技 条 
了 了 層 : | : | 海 と 安全 No548] 入団 法人 日本 海 妨 上 協会 発 行 ) に 寄生 の 論文 高速 イン ター ネッ ト 衛星 [きず な | 
8 MM MA : の 上 フロー ドバンド 肖 信 突 と 良和 来 の 海 ブ ロー ドバンド 入出 に 害する と し て 
日 本 クリ エイ ショ ン 大 賞 ネバ ー・ ギ ブ ア ッ プ 賞 。 : ( 財 ) 日 本 ファ ッ シ ョ ン 協 会 2011/3/11 :「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト チー ム : トラ ブル を 乗り 越え 施 し た 「 は や ぶさ ] が 教え て くれ た 、 あ きら め な い 大 切 さ 
科 導 技術 人 野 の 文部 科学 大 臣 表 利 学 技術 特別 賞 ・ 文部 科学 大 臣 : 2011/4/11 :「 は や ぶさ | プロ ジェ クト チー ム : 小惑星 搾 機 「 は や ぶさ | の 地球 - 小 惑星 間 往 復 航行 と 地球 放 還 技術 の 確立 
利 学 技術 分 野 の 文部 科学 大 臣 表彰 科学 技術 賞 。 : 文部 科学 大 臣 : 2011/4/11 : 中 宙 ス テー ショ ン 補 給 機 [こう の と り ](HTV : 軌道 上 有人 施設 へ の ラン デブ ー ド ッ キ ング と 補給 技術 に 関す る 研究 
ゴー ルド ・ メ ダル 賞 特別 賞 ・ 読売 テク ノ フ ォ ー ラ ム H 2011/4/13 H 「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト チー ム : 「 は や ぶさ 」 に よる 小惑星 イト カワ へ の 往復 飛行 と 微粒 子 採取 の 成功 
日 本 航空 中 学会 党 二 守 3 : : 宇宙 ステ ーション 補給 機 
技術 賞 (プロ ジェ クト 部 門 ) : 日 本 航空 宇宙 学会 8 2011/4/15 : [こう の と り |(HTW 8 空 宇宙 の 発展 に 新 境 地 を 拓 い た と し て 
第 20 回 日本 空 宙 学会 技法 術 部 門 ] : 日 本 衣 空 学会 : 20114/15 : 部 東 湯 . 徳 川 直子 吉田 憲 司 ほ か 。 : 直 音 速 空 設計 デー タベース (NEXSTDB) の 構 
REN 日 本 航空 軸 学 会 : 201144/15 : 藤田 和央 : 数 人 解析 と 分 光 計測 を 融合 し た プラズマ 診断 技 術 
第 20 回 日 本 航 空 宙 学会 論文 : 日 本 航空 宇 軸 学 人 : 201144/15 : 衣 衣 健 一 : 二 次 元 空 狂 系 の 軍 間 原形 特性 に つい て 
am Sa 8 ・ EFFICIENTPREDICTION OFHELICOPTER BVINOISEUNDER 
第 2 日 本 状 空軍 学会 論 人 日 本 衣 空 直人 520 SM 99 : DIFFERENTCONDITIONS OFWAKEANDBLADEDEFORMATION 
株 寺 党 中 6 : 提 商 : [圧縮 性 乱 流 境界 層 解 析 に お ける LES/RANS ハ イブ リッ ド 法 の 適用 | 
ii 1 RWN 9 : (第 42 因 生計 注 人 共 革 者 高村 
文部 科学 大 臣 表 彰 科 学 技術 特別 近 : 文部 科学 省 : 201144/20 : 川口 淳 郎 和合 芳文 國 中 均 : 小 感 星 探 衣 機 | は や ぶさ | の 地球 小三 間 往 和 航行 と 地球 届 技 術 の 確立 
平成 23 年 度 複合 材料 学会 論文 賞 : 日 本 複合 材料 学会 : 2011/5/1  : 平野 義 償 : 論文 [模擬 雷撃 を 加え た CFRP 積層 板 の 損傷 動 | 
功 芝 : 日 本 複合 材 料 学会 : 20115/1  : 右 川 了 司 : 永年 に わた る 複合 材料 学 お よび 日 本 和合 材料 学 会 発展 の た め の 多 大 の 抽 南 
Von Braun Award : National Space Society (NSS) : 2011/5/20 :「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト チー ム : 「 初 の 太陽 周回 天体 表面 へ の 往復 と 試料 の 帰還 」 の 成功 
ギネス : Guimness World Records : 2011/5/23 : 小惑星 探査 機 [は や ぶさ ] : 「 世 界 で 初め て 小惑星 か ら 物質 を 持ち 帰っ た 探査 機 」 
ロボ ティ クス ・ メ カト ロニ クス 部 門 技術 業績 賞 : 日 本 機械 学 会 : 2011/5/27 : 宇宙 毅 空 研究 開村 : 小 感 星 探 人 機 [ は や ぶさ | の サン プル 採取 の た め の 投 術 
日 本 複合 材料 学会 功 賞 : 日 本 後 合 材料 学会 : 2011/5/1 : 川 語 : 日 本 に お ける 後 人 材料 の 科学 技術 的 発展 と 、 そ の 普及 を 主 な 目的 と する 学会 の 目標 に 対す る 頁 献 
ASIAPACIFICAEROSPACE& DEFENSEAWARD : 二 : : 2 SS は 2 EE 
SPACERESEARCHORGANZATIONOFTHEYEAR : フロ スト & サ リバ ン 社 (米国 ) : 2011/6/2 : 宇宙 航空 研究 開発 機構 : アジ ア 太 平 洋 地域 に お ける 宇宙 研究 機関 と し て の 優れ た 調査 実績 
8 8 8 : 地上 用 部 品 の 鉛 フ ブリ ー 化 に 伴い 信 性 上 の 問題 で ある すず ウィ スカ に よる 短絡 故障 リス ク に 
第 23 回 秋季 信頼 性 シン ポジ ウム 2 3 5 7 : 関し て 、 宇 宙 環 境 を 模 し た 替 真 空 試験 で は 地上 環境 と 異な る 形状 の ウィ スカ が 成長 する た め 、 
優 和泊 Eu 30MOO MSGERRESー 2 : 短絡 才 隊 リス ク が 高い 形状 で ある こと を 明らか に し た 。 
8 8 8 : また 樹脂 コー ティ ング に よる ウィ スカ 成長 性 抑制 効果 と 材料 特性 の 関係 を 明らか に し た 
ベス ト ・ フ ァ ー ザ ー : 科 計 の ・ :「 は や ぶさ | プロ ジェ クト の 成功 で 、 こ れ か ら 育 つ 子 供 達 に 夢 と 希望 を 与え 、 
イエ ロー リボ ン 党 (学術: 文化 部 RM2 介 0 UM : 困 凶 な プロ ジェ クト の リー ダー と し て 、 プ ロジ ェクト を 素 引 し た 「 玖 | な 役割 を 果たし た と し て 
電波 功績 賞 総務 大 臣 賞 : 電波 産業 会 : 2011/6/10 : 中 南 ス テー ショ ン 補 給 機 = う の と り (HTV) : HTV 近 傍 接 近 シ ステ ム 通 信 技術 の 開発 
ITJapanAward2011 特別 賞 ・ 日 経 コ ンピュータ : 2011/7/12 :「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト ・「 は や ぶさ | プロ ジェ クト を 支え た シス テム 構築 プロ ジェ クト で の シス テム 構築 ・ 活 用 の 取り 組み に 対し て 
メダ ル 提 与 : ロシア 大 統領 府 : 2011/8/2  : 若田 光一 野口 際 一 : 合計 63 名 の 宇宙 飛行 士 が 有人 飛 行 に お いて 国際 協力 の 大 き な 頁 献 を 行っ た と し て 
Sg ・ 第 50 回 日 本 SF 大 会 有 昌 還 二 に ペコ ロ 思い 
第 42 回 星雲 賞 自由 部 門 : DONBURACONL 実行 委員 会 2011/9/3 : 「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト チー ム : 「 は や ぶさ ] (第 20 号 科学 衛星 MUSES-C) の 地球 帰還 
日 本 ロボ ッ ト 学 会 実用 化 技術 近 日 本 ロボ ッ ト 学 会 : 2011/9/8  : 上 野 浩史 、 土 井 忍 、 若 林 著 史 :「 き ぼう ] ロ ボッ ト ア ー ム と 導 置 交換 機構 に よる 軌道 上 組立 技術 の 実用 化 
本 ee : 宇宙 利用 ミッ ショ ン 本 部 及び 隊 域 観測 : ラー」。 し as 
感謝 状 : 第 区 海上 保安 : 20110712 人 星 [ だ いる : 多年 に わた る 船舶 人 本 報 の 資料 
機械 材料 材料 加工 部 門 : 時 : : 6 : M&P2010 発 表 [温度 に 依存 する 部 伝導 率 を 備え た 熱 和 能 性 和 全 材料 の 創製 ] に て 
2010 年 度 新 技 条 開 発表 人 0/ : 機材 料 - 材 料 加工 関連 の 学術 的. 技 和 的 分 野 の 発展 に お いて 多大 な る 責 献 が あっ た と し て 
201 年 度 計測 自動 制御 学会 学会 賞 語 馬 : 大 谷 上 、 、 乾 川下 際 、: 「 き く 8 号 ] の 軌道 上 ロバ スト 姿勢 制御 実験 の 成功 に より 
和 近 6 1 OO 日 人 避 全 まま : 潤 来 の 同一 クラ ス の 衛星 の ロバ スト 交替 制 御 へ の 途 を 切り 拓 い た と し て 
平成 23 年 度 航空 関係 者 表彰 [ 空 の 夢 近 ] : 日 本 航空 協会 ・ 2011.9.20 :「 は や ぶさ ] プ ロジ ェクト チー ム ・ 航空 宇 直 に 対す る 夢 や 希望 を 与え 、 明 る い 話題 を 提供 する な どの ユニ ー ク な 貢献 が あっ た と し て 
有 の 知人 : 20119224 ーーー : 航空 分 野 に お いて 世界 的 な イン パク ト を 与え る よう な 革新 的 技術 開発 と 統合 と を 
1 : 設計 と 製造 の 補 点 も 含め て 完遂 し た (和信 複合 材料 の 技術 研究 ) ※ 日 本 人 初 
AIAA2011 Space 0perations and H 了 に : : 記 内 加 : 世界 で 初め て の 小惑星 か ら の サン プル リタ ー ン ミッ ショ ン に お ける 、 
SupportAward AMIGUUUGCGMSUIUAINAN2A : ミッ ショ ン 中 に 発生 し た 数 々 の 不具 合 を 宮 服 し ミッ ショ ン を 成功 に 導い た 成果 
AIAA2011 SpaceAutomationand EN < : に ・ 技術 試験 衛星 VI 型 [きく 7 号 ( お り ひ め ・ ひ こぼし /ETS-VI! ] 
2 メリ カ 航 空 宇宙 学会 (AIAA) 5 2011/1072 JAXA ETS-VIIAEM Team : お よび 「 き ぽう | 日 本 実験 本 で の 先 人 的 な 宇宙 ロボ ッ ト 技 術 の 開発 軍用 
IAA Team AchievementAward : 国際 宇宙 航行 アカ デミ ー(IAA) : 2011/10/11 : 「 は や ぷ ぶさ] プロ ジェ クト チー ム ・ チー ム と し て 優れ た 業績 を 残し た 宇宙 プロ ジェ クト で あり 特に 国際 協力 プロ ジェ クト と し て 高く 評価 
終身 委員 ( 称 中 : 国際 人 材料 委員 会 (CCM) : 2011/10711 : 和 川 了 司 : 先 人 人 材料 工学 の 発展 に 尽く し 、 そ の 学術 の 国際 交流 に 大 き な 責 献 を 果たし た と し て 
WordFelow( 称 呈 : 国際 複合 材料 委員 会 (CCM) : 2011/10/20 : 右 川 際 司 : 上 記 終 身 委員 の 中 で も さら に 功績 の 高い 人 物 で ある と し て ※ 日 本 人 初 
ASIAGRAPH2011 匠 党 ・ ASIAGRAPH : 2011/10/21 : 古川 際 : アジ ア の 技術 ・ コ ン テ ン ツ に 貢献 し た と し て 
RE : WWAC AIance0oniene : 20t/10724 着 田 ※ー 頭 著 な 活躍 を し 成功 し た アジ ア 人 で ある と し て 
Alan.D.Eml 記 念 賞 : 国際 宇宙 航行 連盟 (IAF) : 2011/10/24 : 白木 邦明 : 国際 宇宙 ステ ーション (|SS) の 成功 と 輸送 シス テム 技術 へ の 貢献 
神奈 川 文化 党 : 神奈 川 県 神奈 川 新聞 社  : 2011/11/3 : 川口 淳 朗 : 神奈 川 の 文化 の 向上 発展 に 尽力 し 、 そ の 功績 が 顕著 で あっ た と し て 
第 43 回 流体 力学 講演 会 航空 中 宙 孝 値 : 日 本 航空 宇宙 学会 、 5 : 42 横山 還 3 
シミ ュ レ ーション 技術 シン ポジ ウム 2011 ・ 宇宙 航空 研究 開発 機構 ・2011/11/16 ・ We 太郎 他 3 名 2 ・ 論文 [航空 機 二 輸 型 主 脚 車間 部 か ら の 騒音 発生 に 関す る 数 値 解析 ] 
数 値 シ ミュ レー ショ ン 部 門 最 優秀 賞 : 日 本 流体 力学 会 1 二 5 
第 48 加 学研 究 フォ ー ラ ム 優秀 ポス ター 発表 連 : 土木 学会 環境 工学 委員 会 ”: 2011/11/27 : 内 田 和子 西川 和香 ほか : 中 宙 に お ける メダ カ 飼育 実験 の た め の 硝化 ・ 脱 守 手 法 の 開発 


( 話 沼 選 HSmEー エ ーーーo) 人 | 選 環 


で の 谷 ま する 3 直さ し 前 は 交 し で の 実生 た ひ 計 眼 シ トッ 央 Lil 申 」 
ョ こ 邊 、 定 た シ 
用 う 衝 用 ヒン の 8S 放 ま に を 偶 た い 和 角屋 らく 国 則 を = 月 が 名 上 川 、 是 出 

な 現 人 た 補 の サ で 三 し 取 貫 科 * っ 出 は 星 條 民 は パン 由 首 日 | 上 は ュ 、 ニ ムラ ー 
准 げ け す 火 で 給 で ン の 元 た り 中 学 つて に 出征 に コネ 年 相 宇宙 飛行 士 
だ て る 量 風 隆 き プ 清 久 ご 組 軌 相 いじ ほっ 楽 年 自伝 字 ん 1 二 官 用 
理 い た 探 川 の る ん 動 宇 ま む 史 を で し な の 笛 か ぇ 雷 に S 飛 最 川 」 ゝ 0 
rrCEWWE2H1so6Sgga 日 介 衣 仙 訪 問 
を こ に な 里 発 良 ょ 近 し 性 蔽 不 一 る 発行 寺 ほ の れ ご ご 土 
を と も 全 相 佐和 開店 を 訪 飛 と の や 填 S し 紅 て 人 馬 紹 盆 還 
が な っ つと は の 涯 物 き 発 川 両 持 間 行 エ で 新 に S い ぃ 重 叶 皇国 演出 
し 番 足 の 中 必定 次 地 押 飛 つ "* 士 | て し は に ご こ た りつ 際 訪 彰 
し 要 友 昌 疾 更 を 球 当 抽 全 手 並 は ん か い 呈 と 仁 へ て 学問 彦 
し 姜 か がき 性 ス 持 に 飛 士 電 を に じ 学 自 験 角 け 二 と 手 
胡 と ら を テ 科 相 2 本 料 得 な ネ 思 当 3 を っ ス ま 宙 

述 技 目 に 誕 | 帰 学 に 土 激 積 科 博 りな ネ で 在 ま く 佳 た テ し 飛 
TSS へ 地上 か ら 物 資 を 運ぶ 宇宙 ス 

右 か ら 野 田 首相 、 


テー ショ ン 補 給 機 「 こう の と り ] 
(HTV)。 スペ ー ス シャ トル が 退役 
し た 現在 、 大 型 の 船内 や や 船 外 物資 
な ど を 運ぶ こと の で きる 唯一 の 宇 
宙 船 と し て 、 重 要 な 役割 を 担っ て い 
ます 。「 こう の と り 」 は 打ち 上 げ ご と に 
改良 が 加え られ て お り 、 3 号機 で は 


古川 、 星 出 宇宙 飛行 十 
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被災 地 へ 人 工 衛星 回 線 を 提供 
岩手 県 より 感謝 状 


ジ NOIT マ 内 ロコ II 


国内 の 先端 技術 を 採用 し た 国産 の 
推進 系 や 通信 機器 を 搭載 し 、 完 成 
形態 と な り ま す 。 種子 島 宇 宙 モ ンタ 
ー で は 、2012 年 度 前 半 に 打ち 上 げ 
予定 の 3 号機 の 準備 が 着 々 と 進め 
られ て いま す 。 今回 ISS へ は 、 食 料 
ゃ 実験 用 品 な ど に 加え 、 水 棲 生 物 実 
験 装置 (AQH)、 小 型 衛星 放出 機構 
(]H-SSOD)、 ポ ー ト 共有 実験 装置 
(MCE)、 NASA の 実験 装置 置 (SCAN 
Testbed) を 運び ます 。 また 、 再 突入 
時 の 温度 や 軌道 デー タ の 収集 を 目的 
と し た 再 突 人 デー タ 収 集 器 も 搭載 し 、 
字 宙 か ら 物 を 回 収 す る 技術 の 研究 に 
役立て ます 。 


左 ノ 種子 島 宇宙 セン ター に 搬入 され る 「 こ う の と り ]3 号機 の 
電気 モジ ュー ル 右 プ プレ ス 公開 され た 小型 衛星 放出 機構 


JAXA 
隊 宇宙 航空 研究 開発 機構 揚 関 誌 No.()43 


発行 企画 借 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 借財 団 法 人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 人 Better Days 
印刷 製本 供 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 

2012 年 3 月 1 日 発行 

JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 素 宣 

副 委員 長 寺田 弘 慈 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 
顧問 山根 一 臣 


に 肖 誠 借 エ ro 
共 Jhoot ご rrSYi 


着手 県 より 、 東 日 本 大 岩 災 時 の 
JAXA の 炎 害 支援 に 対し て 、 感 講 状 
が 授与 きれ まし た 。 JAXA で は 、 岩 
災 直 後に 岩手 県 と 宮城 県 に 対し 、「 き 
ず な 」 と [きく 〈8 号 ] を 利用 し た 人 工 衛 


の 自治 体 と も 連携 し た 大 規模 災害 時 

の 人 穫 衛 星 回 線 の 利用 の 理解 ・ 普 及 
に 努め る 活動 を 行い 、 ま た 、「 だ いち 」 
の 後継 機 で ある 「 ALOS-2」 の 開発 、 
「ALOS-3] の 研究 を 進め る 等 、 様 々 


星 回 線 を 提供 し 、 対策 本 部 間 の TV な 利用 の 実現 を 目指 し て いま す 。 
会 議 や 住民 の 方 々 に よ る 安否 情報 ーー て トピ ーー 
等 の 情報 収集 に 利用 され まし た 。 ま し 3 まま 8 
た 、「 だ いち 」 に よる 画像 を 現地 赤 害 上 ま まま 手 
対策 本 部 や 防災 関係 省 庁 等 に 提供 1 1 
し 広和 な 邊 吉光 の 確認 に 役 立 きす 持 生ま 
て られ まし た 。 JAXA で は 、 東 日 本 放 還 ま を ませ 
大 震 災 へ の 災害 支援 を 踏ま え 、 各地 2 ン で ト の い ハ の 
駆 ] し も ぁ も 会 ト 地 は か ま を を ん す 間 講 に 
て 22 と 曳 る 時 す 六 馬 の / い 語 天 画 人 
巡 X い と を も で り べ げ け 皆 私 合 し っ 航 
り 5As も < こ 伺 行 ま な 大 て た さる た わ て わ ゎ 宅 の) 
ま 職 た ア エ い わ そ いり 滞 識 いた も せ は る 倒 = 
上 で を 生音 れ ん の お 師 エ に 】 谷 し 糞 時 
「 で と くれ る る 皆 は 大 告 思 も X 兄 し 四 旬 日 目 
と 考 角 る と ま 2 |# あ に いと A ム その な の た 
か え 避 芸 角 ぎ が ビオ イオ 取 ] 革 と 依 ど 瞳 を 
か そ 出 有 有 前 $ が エイ 投 員 岩 頼 を 明 
ら て し の 和 お と べり ん A 場 条 類 を 
も いて 尾 合 な 住い ン 組 X の 勤 せ が テ 研 ゴア 
血 ま 大 間 を ス ま 2 と を 会 あ なれ 毎 ユ 
を % に も を 機 シン の と し い 佑 声 きま で 上 届 
講師 派遣 に 関す る ご 相談 け 
詳細 な お 問い 合わ せ は 、 - し 
下記 アド レス まで 。 
http://Www.jaxa.jp/pr/lecture = < 
※ 職 員 の 業務 状況 等 に よっ て は 、 
必ず し も ご 希望 に 添え る も の で は す 


ご ざい ませ ん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 


呈 NOITL 内 日 口 ヨコ NI 


S 時 潮時 HO 培 O ば SS 


本 物 の 大 き さと 人 道 


力 
前 田 星 志郎 くん が 筑波 宇 


「 映 画 で は 、 罰 志 郎 と いっ し ょ に な っ た 
つも り で 、「 は や ぶさ ] の か っ こい いと こ 
ろ や 悲し いと ころ を 見 て 、 応 援 し て ほし 
いで す 。 あと 、 ここ の 展示 館 で は 、 人 工 
衛星 の 大 き さ に ぴっ くり し まし た 。 本物 ノ 
を 見 る と 、 す ご くい ろ ん な こと が 分 か り 
まし た 。 今日 は 来 ら れ て よかっ た で す 


相模 原 キ ャ ン パ ス 周 辺 を 舞台 に 撮影 さ れ た 映画 「 お か え リ 、 
は や ぶさ 】 (3 月 10 日 公開 ) に 出演 し た 子役 の 前 田 姓 志郎 
くん (小学 5 年 生 、 浸す コン ビ 「 ま え だ ま え だ ] 弟 ) が 、 今 

筑波 宇宙 セン ター を 訪ね て くれ まし た 。 も ちろ ん 「 は や ぶ 
さ 」 の 実物 大 モデ ル は 相模 原 で 見 て いる の で す が 、 筑 波 の 展 
示 館 に 設置 され た 「 だ いち 」 や 「 か ぐ で や 」 や 「 こ う の と り 」 な ど 
の 実物 大 の 模型 に か な り 驚 いた 様子 で 、「 う わ ー っ 、 で か 
い ! |] と 歓声 を あげ て いま し た 。 甘 志郎 くん が 体験 し た 「 き 


ぼう 」 運用 管制 室 見 学 や 宇宙 飛行 士 訓 練 の 様子 は 、JAXA 「 筑 波 宇宙 セン ター 

の 子供 向け WEB サイ ト [JAXA クラ ブ | で も ご 紹介 し て Re 

いま す の で ご 覧 くだ さい 。 一 http://www.jaxaclub.jp/ 人 O 
人 休館 年 末年 始 


(12/291/3) 

施設 点検 等 で 臨時 休館 と な る 
場合 も ある た め 事 前 に ご 連絡 
下さ い 。 

人 @ お 問い 合わ せ ノ 
029-868-2023 


EESG タ osz25】「 お か えり 、 は や ぶさ ] 
い 3 3 月 10 日 全国 公開 (3D・2D 同 時 公開 ) 


財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 広報 ・ 調 査 事業 部 
[JAXAs] 配 送 サ ービス 窓 
TEL:03-6206-4902 


お が えり 、 は 


出演 : 藤 原 竜也 、 杏 、 三 浦 友和 、 前 田 時 志郎 レーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
監督: 本 木 克 英 脚本: 金子 あり さ ! [JAXAsJ 配 送 サー ビス を 行っ て いま すご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場 ! 

、 ! 所 へ JAXAS を 配送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実 旨 を ! 
誠 MR ! ご 負担 いた だ く こと に な り ま す 。 詳し く は 下記 ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 ! 
1 http://Wwww.jaxas.jp/ 1 
) ! @ お 問い 合わ せ 先 
1I ! 

1 1 

U 11 

1 人 

1 U 


リサ イク ル 通 性 (⑯| 『 計 @g 
偽 へ 克 み 、 宇 二 を く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://wwwJaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 丸の内 北 ロ ビル ディ ング 3 階 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


Japan Aerospace Exploration Agency TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 JAXA's 配 送 サ ービス http://Www.jaxaS.jp/ 


